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新庄市の小中一貫教育の取り組みについて 
 
 本市においては、新庄市教育大綱に基づき、中学校区毎に小中一貫教育の特色ある実践

を進めています。 

 １月末、各中学校区の小中一貫教育推進協議会長、ＰＴＡ・ＰＴＯ会長及び校長に出席

いただき、「新庄市小中一貫教育推進協議会」を開催しました。会議では、「家庭学習の確

立やインターネット等の適切な利用に向けた取り組み」をテーマとして話し合いました。

その中で、次のような意見が出されました。 

・インターネット(ＳＮＳ等を含む)のトラブルは、子どもの問題であるとともに、保護者

の問題でもある。保護者が責任をもって対応する必要がある。 

・インターネット等の利用は低年齢化しており、トラブルも多発している。幼児期からの

早い段階での対応と、その後の小中一貫した取り組みを更に強化していく必要がある。 

・メディアの問題は家庭の問題として、家庭の中でのルールづくり(フィルタリングやル

ーター管理など)をしっかり行うことが大切である。 

 

明倫学園の校章デザインのイメージが決定しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今後は原案をもとにデザイナーと作者が話し合い、調整の上、「校章」として決定します。        
【その他受賞作品】 

      

    

小林 結乃さん 

(沼田小２年) 

渡邊 寧音さん 

(明倫中１年) 

鈴木 良生さん 

(明倫中２年) 

柿崎 愛湖さん 

(明倫中１年) 
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明倫中 

北辰小 
沼田小 

【最優秀賞】 
明倫中学校３年 武田 香穂さんの作品 

【デザインの説明】 
 ３校一緒になっても、今まで、何十年受け継がれて
きたものを無駄にすることはできない。この校章には、
先輩方、卒業生の思いがたくさん詰まっています。 



明倫学園建設工事の進捗状況について［1／30(木)現在の状況］ 

  
令和元年６月に明倫中学校技術室、柔道場の解体から始まった建設工事は、今年は小雪

だったこともあり作業が順調に進んでいます。 

現在は、生コンクリートを枠の中に流し込む作業が行われており、来年度４月からは組

み立て、設置の作業が進められます。 
 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の設置に向けて 
 
コミュニティ・スクールは、学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民の

皆さんが参画できる仕組みです。当事者として子どもの教育に対する課題や目標を共有す

ることが重要になります。 

明倫学園では、コミュニティ・スクールを導入し、開校に併せて学校運営協議会を設置

する予定です。すでに萩野学園には設置されていますが、令和４年度から、その他の学校

区においても学校運営協議会の設置を検討してまいります。 

コミュニティ・スクールが設置されることで、地域・保護者・学校にとっての魅力が広

がり、ひいては、子どもたちの教育環境充実に繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      
【お問い合わせはこちらへ】 
新庄市教育委員会  電話番号 （０２３３）－２２－２１１１ 

  施設設備等のことなど  ・・ 教育総務課 （内線４４１，４４６） 
  小中一貫教育の内容など ・・ 学校教育課 （内線４４０，４４２） 

 

←現在の校舎建築の様子 

↓鉄筋の配置検査の様子 

子どもたちの 

教育環境の充実 

地域にとってのメリット 

保護者にとってのメリット 学校にとってのメリット 

・経験を生かすことで生きがいや自己有用感につながる。 

・学校を核とした地域ネットワークが形成され、地域の 課題解決につながります。 

・学校が社会的つながり、地域のよりどころになります。 

・地域の中で子どもたちが育てられているという安心感が

あります。 

・学校や地域に対する理解が深まります。 

・保護者同士や地域の人々との人間関係が構築できます。 

・地域の人々の理解と協力を得た学校運営や「社会に開かれ

た教育課程」の実現が可能となります。 

・地域人材を活用した教育活動が充実します。 

・地域の協力により子どもと向き合う時間が確保できます。 


